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論 文 内 容 の 要 旨
　田中良氏の学位申請論文は、「多言語対応コンコーダンサー HASHI ―日本語と日本語教育と談話分析の
研究を中心に―」と題して、真の意味での日本語用多機能コンコーダンサーが存在しないという現状を踏ま
え、日本語用高機能コンコーダンサーに求められる内容を中心に、日本語、社会言語学、日本語教育、第二
言語習得などの研究にも寄与できる、柔軟に語を検索することに特化した ToriBASHI、検索結果にタグ付
与し、それを基礎的な統計によって数値的に見る SaiBASHI、あらゆる機能を搭載し、コンコーダンサーの
新たな可能性を追求する HASHI の開発をすることを目的とするものである。
　本論文は、５章から構成されている。
「第１章　コーパス利用研究の問題点と先行研究」
　第１章においては、まず、日本語、社会言語学、日本語教育、第二言語習得などの研究に必要不可欠な研
究ツールを詳細に検証し、先行するソフトの現状や不備を明らかにした上で、多機能検索機能、タグ自動的
識別機能付きの多機能タグ付与機能、自動的集計機能付きの多機能データ統計機能を有するコンコーダン
サーという新たな可能性を追求する研究ツールが必要とされていることを明示する。
　次に、それを踏まえ、以下の内容を本研究の研究課題とし、この５つの課題を全て解決することを目的と
する。
　①分析対象となる表現が使用される用例の、自在で簡易的な方式での収集
　②収集した用例に対してのあらゆる研究視点からのタグの、効率的な付与
　③計量的分析処理による、言語の傾向性の自動的な抽出
　④研究の立場や興味に即したデータの作成
　⑤一般的な言語研究手順のすべての工程の、統合した仕組み上での実現
　最後に、研究の方法論を論じ、用語の定義や論文の構成も示す。
「第２章　柔軟で詳細な用例検索― ToriBASHI ―」
　第２章においては、先行ソフトにおける検索機能を精査し、日本語、社会言語学、日本語教育、第二言語
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習得などの研究に求められているにもかかわらず、対応されていない機能を明らかにした上で、柔軟で多機
能検索機能を有する研究ツールの必要性を論じ、ToriBASHI を開発すると同時に、そのソフトの妥当性に
ついても検証を行う。
　これまで殆ど解決されていなかった以下の問題点をすべてクリアすることを目的とする。
　１）品詞名と語自体を同列に混在して指定する。
　２）左３が動詞で左２が「て」などによる個別の位置の指定ではなく、実際に語が並ぶ通りの順に記す。
　３）「ても」を「て　も」のように語の区切りを特につけずに指定する。
　４）語の種別名の指定を行う。
　５）何語以内などの一定範囲内の指定は「0-5」など簡単な数字で指定する。
　６）長い表現を検索する場合でも、比較的簡単な書き方で行う。
「第３章　用例分析のためのタグ付与― SaiBASHI ―」
　第３章においては、収集した用例を分類して分析するための、用例へのタグ付与について考察した上で、
ToriBASHI の機能を全て備え、なおかつ用例へのタグ付与機能を追加した SaiBASHI を提示し、それを中
心に検討する。
　本章では、主に以下の問題点をすべてクリアすることを目的とする。
　１）キーボードからの入力以外のより安定した入力方法
　２）タグの自動判別
　３）部位ごとの一括処理
　４）付与したタグを効果的に利用する仕組み
　５）自由なタグの設定
「第４章　多機能型コンコーダンサー― HASHI ―」
　第４章おいては、研究者ごとの研究目的や視点に深く対応してコーパスを扱う方法を考察する。まず、
コーパスデータの基礎となる日本語の語の単位を詳細に考察し、それぞれの単位の長所を生かしつつ短所を
補い検索を行う方式を示す。また各研究の目的を反映できるように、言語データに含まれるあらゆる情報を
記録して使用できるコーパスの仕組みを考察し、実際に使用者自らがその研究目的に即した情報をコーパス
自体に付与してオリジナルコーパスとする方式を提示する。さらに、コーパスの分析方法の中心ともいえる
計量的分析手法について考察する。その中で今までには存在しなかった処理として主に、ある語がどのよう
な文型の中で使用されるかを発見できる「POPAK」を提示する。この章で提示することや、それまでの章
での示した全ての機能を備えた上で更に新たな日本語分析の可能性を追求する HASHI を提示する。
「第５章　結論」
　第５章においては、本研究によって追及された課題とその解決結果を示す。加えて本研究でやり残した今
後の課題を述べる。
　本研究は、以下の５つの課題を全て解決することを目的とする。
　①分析対象となる表現が使用される用例の、自在で簡易的な方式での収集
　②収集した用例に対してのあらゆる研究視点からのタグの、効率的な付与
　③計量的分析処理による、言語の傾向性の自動的な抽出
　④研究の立場や興味に即したデータの作成
　⑤一般的な言語研究手順のすべての工程の、統合した仕組み上での実現
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　以上の各点につき、研究の結果、次のようなことが明らかになった。
　１）「～が ～に 動詞」のような一般的に用いられる文型の表し方と非常に近い書き方で検索を行えるよ
うにしたことで、使用者にとって理解しやすくなった。また、目的の表現を高精度に収集することができる
ようになった。
　２）タグ付与ソフトが使用されない原因として、使用の複雑さや使用目的を完全に叶えたものでないこと
がある。具体的には次の点がある。基本的にキーボードからのタグ入力になりミスが生じやすい点、特定の
語には決まったタグが付与される場合の対応がない点、各研究に即したタグが自由に設定できない点、付与
したタグを利用する方法が弱い点である。これらを解決した結果、以下のような仕組みとなった。あらかじ
め作成したタグリストからの選択式での簡易的なタグ付与、特定の語への機械による自動判別でのタグ付与、
自由なタグ設定、付与したタグでの検索や集計である。これにより、研究者の独自の研究視点からのタグを
自在に付与できるようになり、用例の分類による研究の精度の向上を果たせることになった。
　３）ある語が実際に使用された文の集まりである KWIC と、ある語と周囲の語の位置関係の傾向を数値
で知ることができる Picture を合わせ、その両方の特性をもった処理として「POPAK」を開発した。これ
により自動的に文型が浮かび上がる。これで、例えば動詞「なる」を調べた場合、「の ○ が ○ に なっ た 。」
という文型が多く使用されるなどということが分かるようになった。
　４）コーパスを研究者の立場や研究目的に対応したものにするためには、「語」の単位の規定と、研究視
点の付与が重要である。これに対応するため、日本語の語の単位として仁田（997）、庵（0）、短単位な
どさまざまなものを各研究者の立場に合わせて選択し、また研究に最も効果を発揮するように微調整できる
ようになった。さらに、そのように区切られた語に対し、研究の視点や研究目的からの情報をタグとして付
与できるようにし、完全に各研究者の研究の立場や研究目的に深く合致するコーパスが作成できるように
なった。
　５）下図のように、課題①「分析対象となる表現が使用される用例の、自在で簡易的な方式での収集」の
解決結果が ToriBASHI、課題②「収集した用例に対してのあらゆる研究視点からのタグの、効率的な付与」
の解決結果が SaiBASHI、課題③「計量的分析処理による、言語の傾向性の自動的な抽出」、④「研究の立
場や興味に即したデータの作成」の解決結果を HASHI というコンコーダンサーになる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　田中良氏の学位申請論文は、真の意味での日本語用多機能コンコーダンサーが存在しないという現状を
踏まえ、日本語用高機能コンコーダンサーに求められる内容を中心に、日本語教育だけでなく、第二言語
習得の研究、さらに、日本語の研究や言語学の研究にも寄与できる、柔軟に語を検索することに特化した
ToriBASHI、検索結果にタグ付与し、それを基礎的な統計によって数値的に見る SaiBASHI、あらゆる機能
を搭載し、コンコーダンサーの新たな可能性を追求する HASHI の開発をすることを目的とするものである。
　本論文の最大の特徴は、日本語学や日本語教育や社会言語学などの分野の研究において、より科学的に研
究を進めるために、必要不可欠ではあるものの、これまでは研究開発されていなかった多機能のコンコーダ
ンサーを研究し開発することであろう。以下において、本論文のオリジナリティと独創性を中心に審査の結
果をまとめる。
１．必要性や多種多様な研究ニーズに対応する役割分担の明示化
　本論文は、これまでにおけるコーパス開発や使用の現状および必要不可欠とされているにもかかわらず、
未だに研究され明らかにされていない問題点を丁寧に明らかにした上で、研究や教育の現場において、どの
ような機能を有するコーパスまたはコンコーダンサーが求められ、ダイレクトに日本語研究、日本語教育研
究、社会言語学研究に寄与できるかを中心に、科学的に、スピーディーに、ピンポイントに、なおかつ容易
くデータを収集、分析できるものを目指して、役割分担を明確にした ToriBASHI、SaiBASHI、HASHI を
提案したものである。これにより、明確な研究の土台を構築することに成功したと考えられる。
　日本語教育だけでなく、第二言語習得の研究、さらに、日本語の研究や言語学の研究にも寄与できる、柔
軟に語を検索することに特化した ToriBASHI、検索結果を基礎的な統計によって数値的に見る SaiBASHI、
あらゆる機能を搭載し、コンコーダンサーの新たな可能性を追求する HASHI の開発をすることを目的とす
るものである
２．柔軟かつ多様な検索機能
　用例の収集が、これまでのコーパスの主な目的であった。しかし、用例収集の際に、曖昧検索、混在検索、
語の種別名の指定検索、正規表現による検索、ワンクリックで文型の抽出ができる検索などのように、高度
な検索機能が求められるにもかかわらず、殆どはクリアされていないのが現状である。なお、部分的に解決
されたものであっても、個別のコーパスにその機能が使われるものであって、既成のすべてのコーパスは、
その機能を持っているわけではない。
　本研究では、以上の問題点をすべてクリアした。ToriBASHI は、自在でかつ簡易的な方式で用例を収集
することができ、既存の、複雑な正規表現や、１語ずつの位置や内容を詳細に指定する検索方式を用いずに
検索が行うことができるようになっている。これにより、簡単な書式で用例や文型の収集ができ、誰でも扱
え、漏れや不要な例の混在が極めて少なく、収集した用例の信頼性が高くなる。多機能かつ柔軟な検索機能
付きの ToriBASHI は、これまで求められていた問題点を解決し、他の追随を許さない非常に優れたもので
あると高く評価したい。
３．多機能なタグ付与機能
　用例収集ができたとしても、その用例はそのまま研究に役立つものではない。用例から規則性を見いださ
なければ、一般化に繋がるものではない。規則性を見いだすために、これまでは、目視か自前の手書きのタ
グ付与などの方法を用いて進められてきたのが現状であった。SaiBASHI は、「必要な部位に集中してタグ
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付与できる」、「研究者独自のタグを自由に設定できる」、「非常に簡易的な方法でタグ付与できる」、「いくつ
かのタグは、自動的に付与されるべきタグが判別される」ことや、「付与した分析用情報のタグでの検索」、「付
与されたタグの各頻度の集計」、「付与したタグごとに用例を選り分けて集中的に閲覧できる」ことに成功し
ている。前例のない画期的なものであると認められるであろう。
４．あらゆる機能を搭載し、コンコーダンサーの新たな可能性を追求する HASHI
　ToriBASHI と SaiBASHI の機能を集約しただけではなく、HASHI は、「独自データの作成」、「言語内に
含まれる情報の読取り」、「中心となる語を固定したうえで、自動的にその語が使用される文型を発見する」
などもできるようになる。特に、これまで実現不可能であった、「複雑な文型が使用される例文の収集」、「用
例への非常に簡易的で自由なタグ付与」、「タグによる分類と集計」、「語が使われる際の文型の自動的な収集」、
「研究者のあらゆる研究視点を持ち込んだ研究」なども、非常に簡易的な方法で実現したことは、前人未踏
の偉業と評価しても過言ではなかろう。これにより、あらゆる言語研究者が自由に、大規模な言語データを
使い、これまでよりも多くの研究視点から、精度の高い研究を、効率よく、先入観を廃して行えるようになった。
　本論文は、真の意味での日本語用多機能コンコーダンサーとして、必要とされる機能を解明し、それに基
づき、日本語、社会言語学、日本語教育、第二言語習得などの研究にも寄与できる、柔軟に語を検索するこ
とに特化した ToriBASHI、検索結果にタグ付与し、それを基礎的な統計によって数値的に見る SaiBASHI、
あらゆる機能を搭載し、コンコーダンサーの新たな可能性を追求する HASHI を提案することを試みるもの
である。この試みについては、審査員一同が高く評価している。全体的な構成は、論理的であり、合理性の
あるものと認められた。特に、ToriBASHI、SaiBASHI、HASHI の役割分担の発想やこれまで渇望される
多機能を有する検索機能、タグ付与機能、集計機能の開発においては、田中良氏の独創的な知見が見られ、
非常に成功している。使用されているデータは豊富で、論証も綿密であり、結論が首肯でき、ソフトも高い
有用性と有効性をもつものである。本研究は、日本語の研究においても、日本語教育、第二言語習得や社会
言語学などの研究においても、非常に重要でかつ必要不可欠であるので、前人未踏の先駆的研究であると言
えよう。
　このように、田中良氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が一切ないとい
うわけではない。特に日本語の語の単位の使用時の選択など複数単位の完全な併存、日本語教育での誤用の
タグ付与の自動化、社会言語学等で談話分析を行う場合における検索した用例から対応する映像を再生して
の確認などは、今後の課題となるが、本論の博士学位請求論文としての価値を損なうものでは決してない。
　以上、審査員４名は田中良氏の論文を慎重に審査し、05年７月日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、田中良氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいものであ
ると判断するに至り、ここに報告するものである。
